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 調和解析（Harmonic Analysis）  

調和解析では、感潮域や海域のデータを用いて、潮汐に由来する潮汐流速成分を算出します。 

例えば、潮汐の影響を受ける感潮河川で潮汐由来の推算流量を求め、実測流量と比較することで河川固

有流量を求める事が出来ます。 

VAt4 の調和解析では、最小二乗法による計算法を用いており、調和定数を求めます。 

 

１. 処理フロー 
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２. 調和解析用のテキスト出力 ※バイナリモード 

① バイナリデータの読込みとクイック表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 調和解析期間+1 時間のデータを用意する 

テキストデータの開始日時は 0 時 00 分からとするため、バイナリデータをカットし出力期間を調整

する。また、データ期間は調和解析期間+1 時間が必要となる。 

 

任意期間でバイナリデータをカットします。 

※カット時は、平均・移動平均のチェックは外してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カット完了後は、元のファイル名に「*_cut.*」が付加されてファイルリストに登録され、 

自動的にカットしたバイナリデータを読込みます。 

①バイナリデータを読み込む 

（ドラッグ＆ドロップ） 

うまく表示できない場合は、 

チェックを外す 

②表示 

（ダブルクリックまたは、 

Data 読込みボタン） 

① カットする期間を選択します。 

②BINARY カットボタンを 

クリックします。 
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③ 観測データピッチを 10 分にする 

※予め観測ピッチが 10 分の場合は不要です。 

※データが 10 分以上の観測ピッチの場合、10 分平均処理はできません。 

 

 

 

 

 

 

 

④ テキスト出力設定を行う（設定、解析タブ） 

適切な設定を行います（※詳細は 2.設置（定点）観測編をご参照ください） 
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⑤ テキスト出力項目の選択（ベクトルデータ出力） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ テキストデータ出力の実行 

事前準備が完了したら、出力完了画面が起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３. テキストモードへの切替 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調和解析に必要なテキストデータ 

テキストデータが読込み可能な 

【テキストモード】 
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４. 分潮ファイルの出力 ※テキストモード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

起動 

解析期間を選択します。 

観測期間＋1 時間分のデータが必要です。 

設置地点の緯度経度が必要です。 

※計算は度単位で行います。 

必要に応じて換算してください。 

度に換算し自動入力 

全層一括出力します。 

選択層のみ１データ出力します。 

各層毎の分潮ファイル；[＊_000_harm.csv] 

層番号 

全層の一括表示分潮ファイル；[HarmoniALLoutput_harm.csv] 

出力 
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５. 潮流推定  ※テキストモード 

前項、17.調和分解で求めた調和定数を使用し、その地点の任意期間の推算潮流を算出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

起動 調和解析結果の分潮ファイルを選択します。 

1 層のみの場合は、任意層の分調ファイルを選択します。 

全層の潮流を予測する場合は、[HarmoniALLoutput_harm.csv]を選択します。 

推算期間を指定します。 

※実際の観測期間を選択する 

必要はありません。 

調和解析時に用いた緯度経度と 

同じ緯度経度を指定します。 

全層一括出力します。 

選択層のみ１データ出力します。 

推算期間のベクトル出力ファイル；[＊_Tide_000.Tvec] 

層番号 

潮位・潮流予測計算 

 

推算予測計算結果を時系列ベクトル図化 

出力 
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６. データフォーマット 

ファイル形式はテキストのため、メモ帳などのテキストエディタで開く事が出来ます。 

【注意】 

※Excel で直接開くと日時や小数の書式が崩れる場合がありますのでご注意ください。 

 

 

出力データの基本フォーマットは下図のとおりです。 

上段がヘッダー部、下段がデータ部です。さらに、データ部はデータヘッダー部とデータ領域部に分

かれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データフォーマット概要 

ヘッダー部およびデータ部ともに、項目名と内容、および、データはカンマ区切りで、 

改行コードは<CR><LF>となっています。 

 

 

 

 

 

ヘッダー部 

データ部 

データヘッダー部 

データ領域部 
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6-1. 分潮ファイル（各層） 

データ部フォーマットイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※分潮は解析期間により個数が異なります。 

 15 昼夜解析→10 分潮、30 昼夜解析→13 分潮、365 昼夜解析→60 分潮 

※潮位（振幅、遅角）は、潮流調和分解の結果です。 

※VAt では未実装ですが、潮流楕円出力用に#8～#16 の結果を出力しています。 

 

 

 

 

 

列 ヘッダ 1 ヘッダ 2 ヘッダ 3 単位 

#1 分潮名 - - - 

#2 潮位  振幅 cm/s 

#3  遅角 ° 

#4 北方成分  流速 cm/s 

#5  遅角 ° 

#6 東方成分  流速 cm/s 

#7  遅角 ° 

#8 楕円体要素 長軸 方向 ° 

#9 流速 cm/s 

#10 遅角 ° 

#11 短軸 方向 ° 

#12 流速 cm/s 

#13 遅角 ° 

#14 主流向  方向 ° 

#15  流速 cm/s 

#16  遅角 ° 
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6-2. 分潮ファイル（全層一括） 

全層一括ファイルは、各層のヘッダ部とデータ部が交互に格納されています。 

 

データ部フォーマットイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



p. 10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※分潮は解析期間により個数が異なります。 

 15 昼夜解析→10 分潮、30 昼夜解析→13 分潮、365 昼夜解析→60 分潮 

※潮位（振幅、遅角）は、潮流調和分解の結果です。 

 

列 ヘッダ 1 ヘッダ 2 ヘッダ 3 単位 

#1 分潮 No - - - 

#2 分潮名 - - - 

#3 潮位  振幅 cm/s 

#4  遅角 ° 

#5 北方成分  流速 cm/s 

#6  遅角 ° 

#7 東方成分  流速 cm/s 

#8  遅角 ° 


